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【禁忌（次の場合には使用しないこと）】 
　1.本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 
　2.重度（重症）の熱傷・外傷のある患者 
　3.化膿性の創傷で高熱のある患者 
　4.患部の湿潤やただれのひどい患者 
　［2～4：これらの症状が悪化するおそれがある。］ 

 【組成・性状】 
 
　　　　　　　　　   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【効能又は効果】 
火傷、痔核による　痛、肛門裂傷 

【用法及び用量】 
外用　　 
患部を清潔にしたのち、１日数回適量を直接患部に塗布、あるいは
ガーゼにのばして貼付する。 

【使用上の注意】 
１．重要な基本的注意 
　本剤の使用にあたっては、患者の証（体質・症状）を考慮して投
　与すること。なお、経過を十分に観察し、症状・所見の改善が
　認められない場合には、継続投与を避けること。 
２．副作用 
　本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を実
　施していないため、発現頻度は不明である。 
 
 
 
 
３．小児等への投与 
　小児等に対する安全性は確立していない。［使用経験が少ない］ 
４．適用上の注意 
　投与部位：目には使用しないこと｡ 

【薬効薬理】 
　創傷治癒促進作用 
（1）第3度熱傷受傷マウスに塗布したところ、表皮再生が促進した1）。 
（2）皮膚全層を円形に部分切除したラットに塗布したところ、表皮 
　形成が促進した2）。 

【取扱い上の注意】 
衣類に付着すると赤紫色に着色し、脱色しにくいので、注意すること。 

【包 装】 
500N
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貯　　法：しゃ光・気密容器 
使用期限：容器、外箱に表示 
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漢方製剤 

ツムラ紫雲膏 

※※ 

頻度不明 
過  敏  症注1） 

注１）このような症状があらわれた場合には投与を中止すること。 

発疹、�痒等 

本品100N中　　 
日局ゴマ油…………100.0N 日局トウキ        10.0N
日局シコン………… 10.0N 
上記の割合で得た油製エキス71.2Nと 
日局サラシミツロウ……27.0N 日局　脂…………1.8N
を含有する。 
 

剤　形 
色 
におい 
識別コード 

軟膏剤 
赤紫色 
特異なにおい 
ツムラ－501

添加物 なし 

組　成 
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